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最盛感露魚鼠盈
支部長　　萩原　千明

やっと本当にやっと記録的な猛暑と残暑が続いた今年の夏も終わりを告げ､食欲と

芸術とそしてちょっぴり寂しい秋がやってきました｡暑い時はとにかく早く涼しくな

って欲しいと思っていたのに､いざ涼しくなってくるとあの暑さが妙に懐かしいよう

な寂しいような気持ちになるのは､私だけでしょうか｡友の会の皆さんはお変わりな

くお過ごしでしたでしょうか｡

今号は去る6月4日～5日に行われた支部総会と医療講演会の報告が中心ですが､

いざ気が付いてみると､暑さを乗り切るために体力も気力も使い果たしてしまったの

か､それとも単に記憶力が悪いだけなのか､その時のことが全然思い出せないので

す｡そこで思い付いたのが､上記のような題｢この頃思うこと｣と相成ったような次

第です｡ただ今年もまたまたもうひとつおまけにまた支部長を努めることになりまし

た｡ 1 0年ひと区切りだと思っていたのですが､もう早1 2年目を迎えてしまいまし

た｡長過ぎてマンネリ化しているという声も聞こえてきそうですが､皆さんの声を大

切にして､それを少しでも多く反映出来るようにしていきたいと考えています｡その

ためにも皆さんからの声をお待ちしています｡

支部総会と医療講演会の報告ですが､北見地区連絡会代表の瀬戸さんがその時の様

一　　子をrじゃがいも』 4号(北見地区連絡会で発行している新開形式の会報)で､分か

り易く端的に書いていらっしゃいますので､それを掲載させて頂きました｡あとは議

案書およびスケジュールに沿って萄告しています.出席出来なかった方もその時の雰

囲気を少しでも味わって頂ければと思います｡

最近｢結婚しました｣ ｢子供ができました｣という嬉しいニュースと同時に､亡く

なる方の悲報も頂く機会が多くありますo原因は勝原病そのものというよりは､合併

症や成人病の方が多いようです｡私はSLEだから癌になるわけがないなんて油断は

禁物です｡何事も早期発見です｡何か少しでもおかしいと思ったら主治医に相談する

ことが大切と思う今日この頃です｡
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/医療構汝会は'北大病院第二内科･藤咲淳先生と勤医協中央病院内科･中井秀絶先生が'それぞれ　r藤原満の基礎知紙-自分の病気を正しく知っていますかIj t T勝原病の日常生活について3　と題して構漉されました｡

聞いているときは'なるほど'なる

ほどとわかったつもりでしたがへ　他人に伝えられるほどではないと申しわけなく患います｡ただ､どの先生も言われることですが'疲労の蓄棟が小者悪く'悪化の原因であること'治凍薬を自己粥節しないこと､検査を定期的に受けることなどが大切なことです｡
コント-ロールが良くても'長期にス

テロイドを飲んでいると'脳血管陣専

が出てきていること'圧迫骨折は姿勢に気をつけることへ　腹筋･背筋をつけることが予防だそうです｡腹筋を強くするには枕を腹の上に置いて腹式呼吸をするのがよいそうです｡

近ごろ特に感じるのは'シューグレ

ン症候群の患者が多-なってきていることです｡今回も質問はほとんどそうでした｡

詳しい報告は'九月に発行される『

いちばんばLJ)　に掲載されると患いますし医療辞流会の内容についても載ることと思います｡

行事を全て終えたあと'各地区担当

者会議があり'細かい打合せを行う中からお互いの健脚を誓い合ったところです｡　　　　(報告者　瀬戸愛子)
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◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

第二十品総会と　　営

医凍碑浪会を終えて

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

去る六月四日'五日の両日'北海道

難病センターにおいて第二十1回支部-総会及び医療雑執会が開催されました｡全通各地区から三十余名が集まり'譲美音にのっとり､活動報告や決井報告各地区の報告など出しあい'平成六年度の活動方針･予算を承認し終了しました.

■  ■

地区連絡会の名称に関Lt　長いので

使いづらいと旭川から意見が出されましたが､今まで通りということで落着しました｡また'地区担当者が地区連絡会代表という呼称になりました｡

私は'初めての参加でしたがへ　会っ

たことのある人が何人かいましたので心丈夫でした｡皆頑張っているなぁと励まされました｡

総会終了後交流会がありました｡『

トラットリア　-レンタl舌のかみそうな名前の店ですが､今はやりのイタメシ塵でした｡イタメシとはこんなものかいなぁと味わってきました｡＼



(平成5年度)活　動　報　告

☆〔4月〕

8日　第1回事業･資金委員会

17日　第73回理事会

24日　いちばんぽLNA89発行

昏〔8　月〕

1日　全道集会分科会

28日　支部長会議　一大阪1

29El　本部会義　　一大阪一

第77回理事会､年金健保学習会

匝〔5　月〕

15日.-16日

新連経会(第74回理事会)

22日　第1回運営委員会

29日-30日

第20回支部総会･交流会

医療講演会

第2回運営委員会
(地区担当者会議)

息〔7　月〕

10日　いちばんぼLNo.90発行

第4回運営委員会

17日　第76回理事会

31日　第20回全道集会

記念祝賀会

@lg JI)

11日　いちばんぽLNu91発行

第5回運営委員会

22日　第2回事業･資金委員会

28日　第1回合同レク実行委員会
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今〔1 0月〕

3日J PC国会請厳街頭署名行動

16日　第6回運営委員会

27日　第2回合同レク実行委員会

夢〔2　月〕

日　友の会新年会

日　第79回理事会

8　第4回事業･資金委員会

日　いちばんぽいぬ93発行

第10回運営委員会

5

29〔1 1月〕

6日　第78回理事会

14日.}15日

『11. 15健保改悪は許さない

患者･家族大行動』

20日　第7回運営委員会

25日　第3回合同レク実行委員会

畠〔1月〕

22日　第9回運営委員会

258　第3回事業･資金委員会



平成5年度の活動をふりカゝえって

(1)はじめに

平成5年度はー結成2 0周年を無事に終えて2 1年目に向けて新たなスター

トをきり､今何が一番大事なのか､何をすれば良いのか､会員一人一人が真剣

に考える時期を迎えていること_そして他人に声を出してもらうのではなく､

他人にまかせるのでもなく一日分自身のことは自分たちで解決するのだという

強い意志をもって欲しいと呼びかけました｡

その結果として最も顕著に現れたことが､いちばんぽLNO, 9 1で呼びか

けを行った緊急署名行動『 1 1. 1 5健保改悪反対署名･募金』への取り組み

でした｡署名数1, 586　募金額235, 100円(総合計　署名数56,

321　募金額2, 847, 776円)で､これは毎年行っているJPCの署

名.募金に比べると署名数が3-4倍､募金額で4倍という結果でした｡これ

は何に関する署名かということが明確にされていたことがー何よりも皆さんの

関心の深さにつながったものと思われます｡このことは友の会の運営委員にと

っても改めて考えさせられた出来事でした｡長い間患者会活動にたずさあって

いると一　日分自身では当然のこととして受け止めてしまうことが､新入会員に

とっては当然ではないということーそして考えがマンネリイヒしてしまうことへ

の恐れを常にもつことーさらに活動全般にいえることですが､何でも具体的に

だれでも分かるように明確にすることが大事であることなどです｡そして『初

心忘れるべぶらず』の蒋神を大切にしたいと思います｡

--′6--



(2)医療講漏会･相談会

開催日 丶ｨﾜ2�テーマ 俎X蹣kﾂ�参加 場所 劔�ﾉ�B�

5/30 倅Ig��SLEの治療と療養の 仂闔8ｺh腦g亶X鐱V����107 名 

最新情報 �69�ｩuH諸�i�b�

勝原病とリハビリ 倅Ig�-�,�.�*ｨｷYV����
一勝庶病セ_ンタ一構想 実現に向けて- 俚)�ﾈ諸�i�b�

8/1 倅Ig��伊原病の日常生活 倡9zx腦g儼����49名 

一日分の病気を正しく 理解するために- 苓憖nﾉ,ｨ讖�i�b�

9/4 仭ｩр�藤原病の正しい知識 倡9zxｿｩчE�ﾘyV�����)YHﾆ��i�b�100 名 

10/3 ���ﾂ�藤原病と最新の治療の ���ﾈ�8怏�Xｧr�112 令 

現状について 儻I�餬����69(hﾔ靫ｹ�i�b�

10/3 冖ﾈｯ��藤原病の治療と日常生滴に 仂闔8ｺi(h匯V����40名 

ついての注意 �(h皐�ｴ��i�b�

10/ 冦I�b�贋原病の正しい知識と 冉ｸﾊ��H�鬩V����43名 

24 剴叝岦ｶ活で気をつけること 偃ﾘ�8ﾔｹ?��i�b�

～7-



(3)財政活動

平成3年度還元金 兌ﾙ�ﾃID�7渥(ﾋ8ｾ��平成5年度還元金 

運営協力会 �93,500円 塔2ﾃS��冷�130,500円 

募金箱 �9,540円 �"ﾈ��C�冷�3,930円 

物お正月飾り �27,483円 �#"ﾃC��冷�21,162円 

仁一 FI打 �H懌�43,looロ �#づ�S�冷�750円 

販 �7(�ｸ8ｸﾉB�13,000円 ��"ﾃcS�冷�14,000円 

売 倅x旆�15.733円 途ﾃcs�冷�3,399円 

合計 �202,356円 ��Sbﾃ鼎���173,741円 

上記の他の還元金として､全道集会協賛広告1 1, 400円一階答館2, 4

46円を含め捻計は187, 587円でした｡そして記念誌『いちばんぼし』

の売り上げが15周年(¥1, 500)が2冊ー　20周年(¥1, 600)が

72冊で118, 200円となっています｡

(4 )機関紙について

平成5年　　4月10日

7月10日

9月10日

ノJ

12月10日

平成6年　　2月10日

NO, 89

NO, 90

NO, 91

臨時号(ll.15健保改悪反対署名)

NO, 92

NO, 93

臨時号( JPC団会話廟署名)

-8･-



くら)国会請願署名と募金運動

(6)運営委員会

p 3-一P4の活動報告を参照して下さい｡

(7) 『1 1. 15健保改悪に反対する署名･募金』取り組みについて

署名数1, 586　　　募金額　235, 100円

｢はじめに｣でも述べたように､これは緊急に行った署名行動でしたが､何

に関する署名なのかが明確に記されていたことと､その内容が私たちにとって

とても身近だったことがー今までの4倍をこえる署名数･募金を集めたものと

考えられます｡その成果が一昨年､昨年と減少傾向を示していた毎年行ってい

るJ PCの国会請頗署名･募金活動に良い影響を与えー過去5年間で署名数は

及ばなかったものの募金では最高額となりました｡ (平成元年の署名数74 6

名)なお､この募金に対する還元金は82, 285円となっています｡

･,-9--



(8)会員の状況　(平成6年4月現在)

会員数　　358名　(男　34名,女　324名)

SLE 仄ﾙNx��皮膚 巌炎 ��ﾙJﾙ�ｲ�ｽ�｢�SS �4ﾄX���52�その他 �.葦｢�ﾗy<r�

札幌市内 田2�9 釘�4 ��b�"�B�6 1 湯�6 1 1 l 

石狩 途�5 �������1 剴"�

後志 途�2 5 �1 剴R�

胆振 �����1 剴��

上川 �#"��1 剴2�

空知 ��R�1 �1 3 湯�澱�

十勝 ��b�1 剴"�1 1 1 釘�

北見-網走 �#B�5 1 ������"�釘�

釧路 根茎 渡島 桧山 日高 宗谷-留萌 道外 ����"��b���b�B����1 1 �2���������迭�"���

合計 �#�2�29 湯���14 鼎"�10 鼎"�8 

<その他の内訳>

強皮症･多発性筋炎･皮膚筋炎- 9名

ss･橋本病･ ･　･ -2名　リウマチ･ - ･

強皮症･多発性筋炎･ - ･ 1名　　強皮症･皮膚鹿炎H

sLE･皮膚筋炎-　- ･1名　　MCTD･SS H ･

sLE･リウマチ･ - I - ･1名　　多発性衝炎･皮膚筋炎

リウマチ･SS･ ･　- ･1名　　結節性動脈周囲炎･ ･

リウマチ性多発筋痛症- I 1名　　家族- ･ ･ ･

不明･ ･ ･ - I ･ ･ I 17名

-･18--
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骨各卓也巨敬の音恥とプ柵

鍋彪//-ノ〃/地/-犀....................-. □海老名鑑子

〔1993年度活動報告〕

4月25日　難病連旭川支部絶会

27日　贋原病友の会旭川地区幾会(参加者13名)

5月13日　友の会役員会

15EI～16日　北海道難病遵総会

29日～30El　贋原病友の会北海道支部総会

渥原病友の会地区担当者会議

6月10日　春の交流会(参加者16名)

12日　難病遵旭川支部運営委貞会

7月12Ⅰ]　旭川身体障害者体育祭(参加者1名)

8月3:≡)
北海道難病連全道集会(参加者3名)

9月　5日　福祉パレード(参加者2名)

18日　難病遵旭川支部運営委員会

1 0月　3日　贋原病友の会旭川地区医療講鋳金(112名参加､内会員29名)

26日　友の会観楓会(参加者12名)

1 1月　6日　難病遵旭川支部運営委員会

1 2月19日　難病連旭川支部クリスマスパーティー

1月30日　難病連旭川支部運営委員会

2月10甘友の会役員会

戦名//者//磨/a....….._"…._"…,. □藤田郁子

〔平成5年度活動報告〕

5月29E王　支部総会　　　　-札競市- (2名参加)

～11一一



8月27日　友の会憩親会　　一名等梢宗要センター-

9月27E]腰原病医療講演会開催(札幌勤医協中井先生講演)
-絹文牝セント1

1 0月3日　友の会懇親金　　一絹紳雛セントー

1 1月　7日　友の会老親会　　-名寄鮒船セントー

◎助./-嵐/一助./-a ･.･･･････-････････････ □榔小夜子

〔1993年度活動報告1

5月14日　例会　　　　　一純銀- (参加者5名)

29日　道支部総会　　-札良市- (渡部､鈴木参加)

6月29日　釧路保健所主催｢難病患者･家族のふれあい教室｣参加
一有牡甜1

7月10日　霧フェスティバルバザー参加

8月　9日　役員会　　-馳甜-

9月　4日　釧路地区連絡会発足10周年記念医療講演会
-縦甜- (参加者100名)

19日　難病連釧路支部合同レクリェーション(参加者3名)

1 0月31日　パーキンソン病釧路地区講演会お手伝い
｣純金銘- (参加者2名)

1 1月13日　例会　　　一掛会点- (参加者9名)

･Xその他､毎月の難病連釧路支部役員会-の参加o行事への参加協力o

釧路地区難病患者･家族の会(めぐみ会)参加｡

《まとめ》　小寺道支部長を迎えて開催した医療講演会が今年度最大の

行事でした｡準備などで苦労はありましたけれど､ 100名も

の参加を得､意義あるものだったと思っています｡

〔1994年度活動方針〕

◎釧路地区発足10周年記念小冊子発行

◎地域患者会への協力

◎例会の充実

患者相互の交流を着実にすすめていきたいと考えています｡一人勝

-12-



手な思いですが､近隣地区との交流なんてのは如何なものでしょうか｡

活動にも幅が広がるのでは｡懸案事項?としたいと思います｡

電光//-_皮/敏一一区-.....................口瀬戸愛子

〔1993年度活動報告〕

7月11日　難病連合同レクリェ-ション参加　　-チミケ7潤一(3名参加)

8月3;≡〉北海道難病遵結成20周年記念集会参加-礼-肴-(2名参加)

9月;≡)
ふれあい広場参加　-丑見硝台的会館- (6名参加､ボランティ724名)

1 0月24E]医療許潰会の開催　-損圭鮎雛センターー(43名参加)

( 『腰軍票蒜ヂ]LE呈慧警詣芸謂謡を謡是量と』 )
2月20日　新年会の開催(兼簸会)　一北見市玉鋼相- (11名参加)

◎友の会通信の発行(10月1日創刊号､ 1月1日第2号発行)

◎誕生カードの発送

〔1994年度活動方針〕

◎誕生カードを送る

◎難病連北見支部合同レクリェ-ション参加

◎ふれあい広場参加

◎交流会の開催･･･遠軽の予定.

◎会報『じゃがいも』の発行-不定期4回程度

◎新年会､給金の開催

00(30くヲ∈∋く∋(∋∈ヲ(ラ(ラ(∋∈ヲ∈ヲ∈≡)∈∋くヲ0(ヲ∈ヲ∈ヲ0(ラ(ラ

媒昨年から募集していたのですが､北見地区連絡会の愛称名が決まりま

した｡ 2月20日の新年会の席上いろいろ出された中から『じゃがいもの

会』と決まり､不定期に発行する`会報"の名称も　Fじゃがいも』にな

ります｡骨で着実に育てていきたいと思います｡
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監房邑/広:/地/一一一区･････-･････-I-･････ □干場弘美

〔平成5年度活動報告〕

4月14日　給会､ ｢ミニだより｣ 4号発行(出席者13名)

6月23EI　お花見　　一亀の絹泉- (出席者11名)

8月22日　交流会　　-ふじもり鯉- (出席者11名)

9月　3日　中井先生を既んで医療相談会･会食
-ふじもり食堂- (出席者9名)

1 1月18日　西田先生の医療講演会･お食事会､その他
-てん朗のゆう天- (出席者12名)

12月16日　忘年会､クリスマス(出席者7名)

｢平戒6年度活動方針]

◎親睦会(食事会ー戸外レクリエーション等)

◎地元医師による相談会

◎医療講藻会

◎会報紙『あゆみ』作成

㊦㊦㊥㊧く汐㊦㊥㊦㊦㈱㈱㊧@㊥㊦㊦㊦㊦㈱㊦㊦㈱㊦(汐㊧㊧鮒㊧

新会員も数名加入し､増々活気のある一人一人が参加して

長かったと思える会作りをめざしたいと思っております｡
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(平成5年度)　決　算　報　告

収入 剋x出 

道費補助金785,000 剋幕ﾆ費l1,907,513 

会費 ��ﾃ�s"ﾃ����〔会議費〕 剴�モﾃC3r�

寄付金 ��3津�S��･難病遵参加費 剴Rﾃ����

参加費収入 ��SrﾃS���･鍵員会費 剴sbﾃS���

協力会還元金 ��3�ﾃS��� �(h匣檍ｶ9N�����bﾃscr�

募金箱還元金 �2ﾃ�3��〔医療講演会〕 剴�迭ﾃS���

署名募金還元金 涛�ﾃcCR�〔患者大会〕 剴#�"ﾃC3��

販売事業収入 鉄2ﾃ�Sr�〔全道集会参加費〕 剴#�津ゴ"�

その典の事業収入 �#S�ﾃS���〔機関紙) 剴S�津s���

受擬利息収入 鼎3��〔地区育成費〕 剴#SRﾃ����

雑収入 涛#r�〔相談員補助〕 剴cRﾃ����

前期繰越金 �#sbﾃ�#r�〔活動費〕 剴�s�ﾃSC��

※簡21..7gZB o花火 o広告11,400円一 oビアガーデン14,080円 o雑貨(シけプ-､酢ン､由)5,845円 ※轡鍵9.340円 o銀行街金92,770円 o郵便振替98,937円 煮奉り:秦 ■L■■0本部会費10,500円 o平成6相会費14,700円 剳薗S.金 �866,200 
･全国会負担金 剴Ss�ﾃ#���

･細持会費 剴#迭ﾃ����

推持運営費 �113,006 

･事務局費 剴Sづ3澱�

･通信費 剴3�ﾃ田B�

･事務用品費 剴�津Sッ�

･資料費 剴Bﾃ�c��

次期捷越金 �175,847 

合計13,062,566 剄㈹v �3,062,566 

I-1 5･･-



平成5年度　会計監査報告

平成5年度における全国勝原病友の会北海道支部

の会計を､帳簿と領収書を照合した結果､適正であ

ることを報告します｡

平成6年4月28日

<会計監査>

氏名　衷il　の｣rj一

氏名　彦谷"/慶子

へ1 6･､



<平成6年度>　請垂か方針
1.勝原帝の原因究明と治療法の確立要望

2.札幌等の専門病院に受診する地方在住者のための通院交通費の助成を要請

3.藤原病に関する正しい知識の普及

6月5日　　支部盆会-医療講轟会･相談会(札幌)

7月30日　　　全道集会分科会(旭川)

10月22日　　　医療講演会(美唄)

11月5日　　　　JJ　(帯広地区)

未定　　　　　　　〃　(札幌地区)

*支部鑑会終了後に月日が決定したものは月･EIを掲載しました

苫JJ､牧での医療講演会は都合により来年度に開催予定

4.北海連荘病連への行事参加

*第21回全道集会　殖Jrf陶催　7月30日(土)-31日(日)

*チャリティクリスマスパーティ(札幌支部)　12月18日(日)

*チャリティバザー　　　　　平成7年3月4日(土)-5日(日)

5.機関紙『いちばんほし』の発行

No. 94(5/10),No. 95(6/10)No.96(9/10)

No. 97(12/10),No. 98(平成7年2/10)

6.地域活動の推進

各地区での医療講義会(池Jrr ･帯広･美唄)

7.会員どうしの親睦を図る

*交読会　札幌　　6月4日(土)

*各地区での故障会等

8.資金活動に取り組みー自己財源の確保に努める

①協力会員の拡大

②募金箱の設置普及と回収

⑳物品販売の協力

･--1 7へ_



(平成6年度)　予　算

収入 剋x出 

道費補助金 都��ﾃ����事業費 ��ﾃsc�ﾃ�ﾓ���

会費 ��ﾃC#2ﾃ����〔会議費〕 �190,000 

寄付金 ��#�ﾃ����･難病遵参加費 �10,000 

参加費収入 ��sRﾃ����･役員会費 �80,000 

協力会還元金 ����ﾃ����･中央会議費 �100,000 

募金箱還元金 �2ﾃ����〔医療講演会〕 �300,000 

署名募金還元金 ���ﾃ����〔患者大会〕 �300,000 

販売事業収入 �3�ﾃ����〔全道集会参加費〕 �220,000 

その帥事業収入 塔"ﾃ����〔横関紙〕 �270,000 

受取利息収入 �3S2�〔地区育成費〕 �280,000 

〔相談員補助〕 � 

前期繰越金 ��sRﾃイr�〔活動費〕 �200,000 

負担金 ��ﾃ��bﾃ����

･全国会負担金 �711,900 

･維持会費 �290,000 

･HSK負担金 �5,000 

維持運営費 售�32ﾃ����

･事務局費 �60,000 

･通信費 �50,000 

･事務用品費 �20,000 

･資料費 �3,100 

合計l2,900,000 剄㈹vI2,900,000 
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-＜平成６年度＞役員

氏　　名 住　　　　　　　　　　　所 ｑ四､　話

磁長 萩原千明
皿当

陪局 安田史子

１計 渡辺愛子

ｌ査 長谷川道子
秋山のぷ子

il営委員 三森礼子

大洋久子

滝本はるよ

新開典子

埋田晴子
札幌地区盟当

海老名紘子
旭川地区担当

皿美津子

市川利一

松居百合子
皿当

扇田裕子

家内千枝子
皿当

荒尾みや子
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蓋営委員平井園子

瀬戸愛子
北見地区担当

加藤禎子

渡部小夜子
顧漣区担当

鈴木裕子

藤田郁子
皿当

田畑和子

角鹿邦子

古雅京子

zjヽヽ野夕美子

側由香

平JII蓉子

武市広子

拾鴨茂子

安孫子淳子

水上文子

匍11ひとみ

川渕銑子

細山友里

～2(卜



(財)北海道難病連 役員

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　　　所 電　話

W里事 三戴LﾆF

堅　事 萩原千明

福員 安田史子

大原久子

滝本はるよ

支部担当 市川矛卜

遠藤美津子

海老名紘子

松匹合子

扇田裕子

荒尾みや子

平井園子

加藤禎子

鈴木裕子

田畑和子

角鹿邦子

古雅京子

小野夕美子

側由香

平川蓉子
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乙部担当武市広子

松嶋茂子

安孫子淳子

水上文子

鱗JIIひとみ

川洲銑子

籤I抜里

~22～



謬原病の基礎知識孟2号芸警三ますか_
北海道大学医学部付属病院第二内科　　藤咲　淳先生

(勝原病とは)

贋原病とは､結合組織を主病変とする全身性の炎症性疾患と定義さ

れますo結合組織がからだのどこに存在しているかといいますと､

全身､特に皮膚､贋､関節､骨､軟骨､血管などに広く分布してい

ますo結合組織を主としてかたちづくっているのが､贋原線経とい

われるもので､勝原病というのは､勝原操経をたくさん含む結合組

織におこる疾患と考えていただければいいわけです｡勝原病のこ

とを結合織疾患､リウマチ性疾患､自己免疫疾患と呼ぶこともあり､

患者さんも混乱するかもしれません｡

リウマチ牲疾患とは､関節リウマチのように､関節が痛くなる病

気を総称して呼んでおりますし､結合織疾患とは､結合組織が冒さ

れている病気ということで定義され､勝原病以外で結合組織を冒さ

れている病気もすべて含んでいます｡

また､勝原病の多くが自己免疫に関係していると考えられている

ため白己免疫疾患と呼ばれることもあります｡

腰原病といいますとたくさんあるわけですが､勝原病の原因は何

なのかということは､今もってわかっておりません｡いくつかの説

があって､患者さんにみられる共通項から､病因が何なのかという

ことを推定している段階です｡

ひとつは遺伝因子｡いいかえると､体質などに関係しているので

はないかという説があります｡どういうことかというと､家庭内で

の発症率が高い傾向があるということ､一卵性の双子児に同じ勝原

病が発症する率が高いということ､それから､特定の遺伝子と自己

抗体産生が関係しているという事実から､病気の原因になるような

遺伝的背景があるのではないかと考えられ､検索されています｡し

かし､現在のところその様なものはみつかっておりません｡ですか

へ23～



ら､今のところは患者さんに病気を発症しやすい傾向があるのでは

ないかという説にとどまっています｡

2番目の説は環境園子として紫外線､ウイルス感染が原因ではな

いかといわれております｡事実､日光にあたってS LEが悪くなっ

たという例もあります｡こういう環境因子も関係あるだろうといわ

れています｡

3番目の説として､勝原病は女性に多いということからホルモン

が原因ではないかという説もあります｡

しかし､病気の原因を全てこれらの説で説明することはできませ

んo　もし､遺伝子だけが原因だとすると､一卵性の双児は片方が発

症すれば必ずもう片方も発症するはずですが､そんなことはありま

せんし､環境因子だけを考えてみると､同じ環境で育った家族の方

全てが病気になるわけではありません.ホルモン至言えば､女性が

すべて勝原病になるわけでもありませんし､男性だからといって謬

原病にならないわけでもありません｡ですから､環境因子､ホルモ

ン説だけでも病気の原因は説明できません｡いいのがれのようであ

りますが､これらの原因がいくつか組み合わさった結果､病気の発

症率が高くなるのではないかと推論されています｡

勝原病といいますのは､一つの病気ではないということはご存じ

だと思います｡古くは6つの病気が勝原病と考えられていたわけでー

顕微鏡でこれらの患者さんの組織をみると､勝原線経に共通した組

織学的な変化があるのでこの6つを勝原病として定義したわけです.

6つといいますのは､ SLE､慢性関節リウマチ､強皮症､多発性

筋焚､多発性動脈炎､リウマチ熟です.今日は慢性関節リウマチと

リウマチ熟ははぷいてお話しいたしますo　古典的な勝原病という

のは､今お話しした6つですが､関節が痛くなったり､結合組織が

冒されたり､病気の発症に百己免疫が関係しているのではないかと

いうことで､他にも色々な病気が勝原病と似ているのではないかと

いわれています｡
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分類として問題があるかもしれませんがたとえばMCTD (混合

性結合組織病)や､シェ-グレン症候群とか､たくさんの病気が勝

原病の類似疾患と考えられてていますo

勝原病の特徴のひとつなんですけれど､ 2つの勝原病が合併して

いるとしか考えられないような例があります｡たとえば､ 1人の患

者さんについてSLEと､ PSS (強皮症)の両方の所見があった

り､また別の例ではSLEと筋炎の両方の所見を持っていると考え

らる方もいらっしゃいます｡こういう状態を重複症候群､またはオ

ーバーラップ症候群と呼ぶことがありますo

(勝原病の臨床症状)

勝原病の臨床的な特徴の1つは､全身性の炎症性の疾患であると先

程お話ししたように､熟が出るということです0 2つ目には消耗性

の疾患ですので､体重が減ったり､倦怠感が出てくることがあげら

れます｡ 3つ目には貧血とかがありますo熟が長く続くと真血が出

てまいりますし､血液が特に障害される病麓が出てくる病気も腰原

病の中にはあります｡それから､リウマチ性疾患ということでお話

ししましたが､勝原病の多くは､関節を冒す病気ですので､関節の

痛み､腫れ､炎症がありますoまた､筋肉が冒されることもありま

すし､皮膚症状がでてくることもよくありますo皮下結節､皮膚の

奥のかたいしこりですね｡それから､皮膚の石灰沈着､皮膚､皮下

に石灰分､カルシウム分が沈着したりいたしますoまた､レイノー

現象といって､寒冷時に､手が白くなる現象もおきてまいりますo

他にもいろいろな症状がありますが､これらの症状が全部の人にみ

られるというわけではないし､病気によって､掛､もの､弱いもの

もありますけれども､こういう症状が出て来ると､野原病を鞍-て

みます｡特に熟がでてくると医者は解熱臥抗生物質を使うことが

多いのですが､患者さんの中に抗生物質がなかなか効かないという

方がいますoそういった場合にも野原病を念頭に入れて､積極的に
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いろいろな検査をしていくわけです｡

く全身性エリテマトーデス)

全身性エ.)テマト-デスについてお話し致しますoこれはSLEと

も呼ばれ､診断にはアメリカのリウマチ協会というところで作成さ

れた診断基準が用いられますoこれにはいくつかの項目がありますo

lつ目は蝶型紅斑といわれる顔に出る発疹です0 2つ目は円板状皮

疹といって手足やからだに出て来るものがあります0 3番目に光線

過敏症があげられます0日光に当たると皮膚に水ぶくれができたり､

発疹が出たりしますo紫外線が勝原病に関係しているという説が先

程出てきましたがーそれはこのような皮膚症状が患者さんにみられ

るということからもいえるわけです0 4番目は口の中の粘膜の痘痕0

5番目に関節炎､それから6番目にしょう膜発がありますが｡胸の

胸膜､心臓の心膜､お腹の腹膜などをしょう膜と呼びますが､しょ

ぅ膜発とはそこに発症がおこってくる状態ですo胸膜炎をおこしま

すと胸に水がたまってきますし､心膜炎で加,臓と心臓をつつむ膜

との間に水がたまって心不全状態になることもありますo腹膜菜に

ょってに腹水が溜まって､おなかがはれてくるような症状がでるこ

ともあります｡ 7番目は非常に重要な腎病変､これはSLEの予後

を左右する非常に大事な症状で､尿蛋白が出たり､尿円柱が出たり

します｡腎臓というのは身体の中の老廃物を排出する重要な器官で

すが､腎障害がひどくなると腎不全をおこし､透析などが必要になっ

てくる患者さんもいます｡ 8番目は神経学的異常と書いてあります

けれど､けいれん発作､精神症状などのことです0時には髄膜炎み

たいな形で意識を失ったり､けいれんを起こしたり､昏睡状豊にな

ることもあります｡精神症状の軽いものですと､気分が高揚したり､

ぁるいは落ち込んだり､病名でいえばそう状態､うつ状聾などいろ

いろな精神･神経症状を起こすことがありますo過去にこういう病

気が知られていなかった時には､本当はSLEなのに単なる精神と
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された人もたくさんいたかもしれません｡それから､血液学的異常

ですけれども､溶血性貧血､つまり赤血球が身体の中で溶けて貧血

になるとか､白血球の減少､リンパ球減少とか､血液を固まらせる

役割をする血小板が減ってきたりします｡これらは､赤血球､白血

球､リンパ球､血小板に対する自己抗体があって､それに反応して

こういった細胞が壊され症状がおきてきます｡あとは免疫学的異常

ですけれど､ LE細胞､ DNA抗体､ Sm抗体というのがでてきま

す.これらは免疫学的異常です.最後は梅毒反応の偽陽性です｡梅

毒反応をSLEの患者さんについて調べてみると､本当の梅毒では

ないのですが､検査が陽性にでてしまうことがありますCあと､抗

核抗体と書いてありますが､細胞の核に対する自己抗体が出て来ま

す｡こういったものを検査して､これらの臨床症状や検査のうち4

項目あればS L Eの可能性がたい-ん高いと言われていますo

s LEはリウマチなどが中年以上の方に多いのと比べ､若い患者

さんに多く､ 1 0代～30代の若い女性に多いというのが特徴です｡

また､この病気の経過が長いですし､結婚､妊娠をひかえている患

者さんも多いため､治療面でも妊娠､分娩などは､大きな問題になっ

てきます｡

先程､勝原病の一般症状について説明しましたが､ SLEにどん

な症状が多いか順番にいいますと､関節痛､レイノ-症状､熟､蝶

形紅斑､皮疹､そういった順になっています｡

次に腎臓の話をしますo腎臓は非常に大事なところで腎牌の中で

尿をつくる一番小さな単位の糸球体といわれるところに病気が出て

来るのがSLEの特徴です｡こういうところに免疫グロブリンな

どが沈着しています｡こういったものが本当に腎臓を悪くしている

かどうかの確証はないのですけれど､ SLEの患者さんの腎臓をみ

てみますと､免疫に関係する蛋白がたまっているということで､免

疫に関する異常が主として糸球体で起こって､糸球体が作用しなく

なって､どんどん蛋白が出て来る､腎機能全体が落ちてくるという
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経過をたどっていきますo

このようにS LEの臨床症状はとても多彩で､全身のあらゆる臓

器に病変を起こしうるといっても良いほどですo

今度は治療のお話しに入ります｡一つは環境因子に対する配慮と

して､日光を浴びない､ひざしの強い時には帽子をかぶったり､日

傘をさしたりすることがすすめられていますo食事に関しては､腎

臓の悪い方､血圧の高い方､脂肪の高い方､糖尿病のある方､胃潰

癌のある方など､治療の影響でこのような症状になっていることが

多いのですが､症状にあった食事指導をすることがあります｡

SLEの薬物治療について説明します｡まず､ごく症状の軽い時

には､非ステロイド系の抗炎症剤を使うことがあります｡二番目に

は最もよく使われるステロイドホルモンがあります｡ステロイドホ

ルモンで治療がうまくいかない方､あるいはステロイドホルモンの

液量のなかなかしにくい方に対しては､免疫抑制剤と呼ばれる､サ

イクロフオスファマイド､アザチオプリンなどが使われますo特に

最近では､腎症状を伴った患者さんには免疫抑制剤が積極的に使わ

れるようになりました｡

s LEが極期のときには､ステロイドや免疫抑制剤を大量に使う

ことになりますが､この時におこってくる副作用に対して予防的に

薬を使うことがあります｡たとえば､抵抗力がおちるとカどや､結

核や､カリニ肺炎などにかかりやすくなりますので､そういったも

のに対して予防的に薬を使うことがあります｡その他に血管拡張さ

せたり､血小板凝集､抗凝固剤などの薬を副作用に対して使うこと

があります｡

また､特殊な治療になりますけれど､血しょう交換といって､血

液をいったん体外に出して､いろいろな機械を通しまして､血液の

中の自己抗体や､免疫グロブリンなどを除去して身体に戻すという

方法があります｡このように一時的に患者さんの状恵を良くすると

いう積極的な治療法もありますが､ SLEの治療の主体はステロイ
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ド剤を中心とした薬物療法ということになります｡

次は予後にづいてのお話しですが､私が医者になってからはずい

ぶんと良くなったようですけれど､昔はたい-ん予後の悪い病気と

いわれていました｡しかし､ 60年代､ 70年代とどんどん生存率

は良くなっていますし､最近では5年生存率も95%以上とたいへ

ん良くなってきていますoこれは今までお話しした治療法の進歩に

よるものですo 0

く強皮症)

次は強皮症のお話しをしたいと患います｡哉皮症とは文字どおり､

皮膚が硬くなる病気ですが皮膚が硬くなる過程で､一番最初は｢浮

腫期｣といってむくんだような状態になります｡それから､皮膚が

硬くなる｢硬化斯｣､最後には｢萎衛期｣といって皮膚が萎縮してしま

う状態になります｡進行は一般に非常にゆっくりとしていて､ ｢硬

化期｣でストップしてしまう場合もたくさんあり､必ずしも萎縮期

までいってしまうということはありません｡それから､レイノー症

状､関節痛､消化管の運動機能低下､肺では肺線維症などが臨床上

の特徴です.レイノ-症状とは､冷たい水に触れたりすると､指が

白くなってしまうという状悪ですo原因は血液の循環が悪くなるか

らです｡実際に皮膚の温度で測って見ますと､ふつうの人では､指

を水などで海やしてもすぐもとの皮膚温にもどりますが､レイノ~

症状のある人はもともと皮膚温が低く､さらに冷たい水につけたあ

とも､皮膚の温度がなかなか回復してこないわけですo血液の流れ

が悪いとどういうことになるかともうしますと､指の先の組織がダ

メージを受け､潰癌ができたり､組織が死ぬこともあります｡

ぁと特徴的な症状として強皮症の人は舌の舌小体が短縮したよう

な状麿になることがありますoこれは診断上､大事な所見のひとつ

と言われております｡

また､食道の運動機能が低下して､ものを食べてもなかなか下に
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落ちていかない状態になってしまうことがあります｡すから､臨床

的には胸やけをする､食道炎などをおこすことがあげられます｡食

道だけでなく腸のほうでも､例えば十二指腸などが拡張し､しかも

動きが悪いという消化管の運動機能障害も敬皮症には出てくること

があります｡治療になりますが､敢皮症に有効な治療薬はなかな

かないと言われております｡現在使われておりますのは､非ステロ

イド系の抗炎症剤､ステロイドホルモン､肺の病変が進み皮膚の硬

化がかなり進んだ頃にはD-ペニシラミンという藁が使われており

ますが､決定的な治療薬がないというのが強皮症の治療の美恵です｡

レイノー症状などには､血管を広げ血液の循環をよくしたりする血

管拡張剤や血液の凝固を抑える抗凝固剤などが投与されています｡

く多発性筋失･皮膚筋発)

次は多発性筋炎と皮膚筋発ということですけれど､筋肉の発症が

あるものを多発性筋炎､それに皮膚症状が加わってくるのを皮膚筋

灸と呼びます｡筋症状としては､筋肉の脱力､筋力の低下とありま

すが､特徴的なのは近位筋つまり上腕とか大腿の筋脱力があるとい

うこと､それから首が持ち上がらないとかー喉咽頭筋といわれるの

どの筋肉が冒され声が鼻声になるとか､ものが飲み込みにくくなる

ということがあります｡あと皮膚筋糞になってきますと､目のまわ

りのへリオトロープ疹とか､手とか足に発疹がでることがありますo

皮膚筋炎で大切なのは肺の問質性肺英です｡特に急速に進む肺英が

あり､それがかなり危険な状恵になることがあります｡皮膚筋炎の

治療としては､やはりステロイドホルモンが主体となります｡最近

ではメソトレキセ-トという薬もよく使われ､なかなか有効ですo c

く多発性動脈炎)

次は多発性動脈発という病気についてです｡これは血管の発症を

主体とした病気でなかなか診断がつきにくいものです｡ただ熟だけ
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出ているという状態もあり､くわしく調べてみないとわからないこ

とがしばしばです｡臨床症状には中枢神経症状､眼症状､肺､心､

腎､消化器症状とかたくさんの症状があります｡体重が減少したり､

腎臓がやられることもあり､蛋白尿､腎障害､血圧､急性腹症､神

経発などの症状が出ますし､皮膚にうく血管が発症をおこし皮膚潰

癌をつくる例もありますo腸の血管に血管衆がおきた例では､腸閉

塞がおき腸の一部が死んでしまったということもあります｡こうい

う場合はすぐにおなかを手術しなくてはなりません｡この病気もス

テロイドの治療が中心ですが､パルス療法といってステロイドをた

くさん使う治療法を選択しなければならないこともあります｡また､

免疫抑制剤を使うこともありますが､病気としては結構垂症例も多

く予後も良くないとされています｡

(ステロイド治療について)

今までお話ししたように､勝原病治療の主体はステロイドになり

ます｡ステロイドを使っていますと､いろいろな副作用が出ます｡

例えば､糖尿病になったり､感染にかかりやすい､骨粗しょう症と

いわれる骨がもろくなる状患､ひどければ無菌性の大腿骨頭壊死と

いわれるものもステロイドホルモンに関連しているといわれていま

す｡それにステロイドによる精神症状というのもあります｡ステロ

イドを飲みますと､少し気分が高揚した状恵になったり､逆に､ウ

ッ状態となることもあります｡他にもニキどや､食欲が昂進して体

重の増加する方もいます｡ムーンフェイスといって顔が丸くなった

り､毛深くなったり､女性では生理が不願になる場合もあります｡

これらの症状のうち､骨がもろくなるとか､感染にかかりやすくな

るとかといった問題は副作用としては大きな問題ですo患者さんも

十分に注意していかなければならない副作用です｡このように副作

用のお話しをしますと､中には副作用をおそれて自分でステロイド

を急に止めたり､白分勝手に減らして･しまう方がいらっしゃいます0
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そういう方-の警告ですが､ステロイドを急に減らしたり､突然中

止すると､もとの病気が悪くなったり､熟が出たりすることがあり

ます｡ですから急な減量はいけないといわれています｡

くその他の勝原病)

次はシェ-グレン症候群についてですが､勝原病や自己免疫疾患

に合併することが多く､乾燥症候群とも･いわれています｡女性に多

く､いろいろな腺細胞がやられてしまい､症状としては口がかわい

たり､目がかわいたりします｡これはどういうことかといいますと､

唾液や涙をつくる腺組織が破壊されてしまうためです｡口では､唾

液の出ない状葱になりますし､目では涙が出ない状藍になり､目に

ゴミが入っても涙が出ませんから角膜炎などをおこしてしまいますo

治療は､非ステロイドの抗発症剤を中心に一般的には目薬をさし

たり､人工唾液を使ったりして対処的におこなわれます｡

最後に抗S S A抗体症候群と抗リン脂質抗体症候群について説

明します｡抗S SA抗体というのはかなりの頻度で勝原病患者にみ

られるものです｡この抗体をもっているお母さんから生まれた赤ちゃ

んに新生児ル-ブスといわれる症状がおきてくることがありますo

sLEによく似た発疹が出るといわれています｡また赤ちゃんに心

筋伝導障害という脈が異常におそい不整脈があらわれることがあり

ます｡ですからこの抗体を持つお母さんの場合は､モニターしなが

ら妊娠していく必要があります｡また､贋原病の人が妊娠､出産す

る場合にはこういった抗体があるかないかをチェックすることも必

要です｡もうひとつ抗Tjン脂質症候群というのものがありますo臨

床的には､血栓症や､習慣性の流産をおこすことで知られていますo

神経系には脳卒中､脳血栓を起こすといわれていますo結局､血液

が固まりやすい状慧しなるのが抗リン脂質症候群の特徴といえますo

自己抗体はいろいろあって､抗SSA抗体､抗リン脂質抗体など､

直接臨床症状に結びつく抗体もいろいろ注目されていて､検査され
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ています｡

(最後に)

今回大急ぎで勝原病の概略を説明しましたが､勝原病は短時間で

はとても説明しきれません｡また､別な機会があれば､焦点をしぼっ

た話をしたいと思います｡

この医療講演会の内容は､テープ革こしからワープロ打ちまですベ 

て会員の芦田久美子さんにお贋いしたものです.この場を借りてお礼 

を申し上げます. 

なお_この時いっしょに行われた中井先生の医療講演の内容はー都合 

により次号にて掲載します. 



､ :.:fL'.':I:塵fi潜蛍雪: :I::tl･キ了.革.:I_::; '

事務局　安田史子｣

医療講演会終了後､函館及び名寄地区欠席で地区担当者会議が行われました｡始め

に各地区の状況､問題点などの報告がありました｡役員不足というのが各地区共通の

問題点のようでした｡地区同士の交流(釧路地区と帯広地区)が考えられているとの

ことでした｡その他に､会員との交流の難しさ､花火･しめ飾りなどの販売の仕方な

どいろいろな話が出ました｡

最も重要だったのは､地区担当者の名称で､担当者では対外的に通用しないという

ことで､ ｢00地区代表｣ということで決まりました｡ (会の中では担当者と呼んで

も良い)

各地区の担当者もどんどん新しい人に変わっています｡それぞれ一生懸命頑張って

各地区でいろいろな活動を行っています｡友の会が患者会だということ､患者会とし

て最低守らなければならないル-ルがあるということを､常に自覚して活動していか

なければならないと思いました｡
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◆ご案内ありがとうございました｡田中

先生の医療講演会の記事は読みごたえが

ありました｡最新の医療の現状を知り､

ますます希望が湧いてきます｡これだけ

の内容のテープおこしをされた担当者の

ご苦労を患うと､頑が下がります｡何か

手伝えることがあったら､声をかけて下

さいね｡　(札幌市中央区　A ･ 0)

◇交流会にのみ参加させていただきます｡

2名になりますが､よろしくお蘇いいた

します｡ 2人ともに春を楽しんでおりま

す｡主人の心境次第で､翌日の講演会で

も学ばせて下さいますように｡

f;)も(札肺肝央区T - H)

◆最近､身体の調子が悪いところへ足を

ー　痛めましたので､欠席させていただきま

すo　　　　(札幌市中央区　T･ S) ･

◇家では元気に過しています｡今年は入

院せずにいけそうかな!

(札幌市中央区% ･A)

◆体詞が悪く､歩行が困難になって釆ま

しましたので欠席します｡誠に申し訳あ

りません｡　(札幌市厚別区　T I K)

◇友の会に入って初めての給金ですが､

仕事の都合で出席出来ません｡今のとこ

ろ元気で仕事をしています｡今後とも宜

しくお鹿い致します｡

(札幌市北区　T･W)

◆仕事がサービス業なので､土･日は休

めません｡体が疲れやすく､仕事も休み

がちですが､耽場の理解のもと､気持ち

だけでも元気でいようと頑張って働いて

いますo次回はぜひ参加したいですo

.A (札幌市南区　K ･W)

◇御世話になって居りまして有難うござ

います｡お陰様で何とか過して居ります

が､今､口の中にアフターが出来てなか

なか大変です｡でも頑張ります｡

(札幌市豊平区　K･ Ⅰ)

◆友の会スタッフの普様､いつもご苦労

様です｡私はこの病気になって13年､そ

の間にはいろんな事がありました｡何が

あっても悪く考えずにしています｡プレ

ドニン12.5町､良くもなく悪くもないと

いう状態です｡毎日元気に過しています｡

唐様も大変でしょうが､私達患者のため

頑張って下さい｡

(札幌市東区　M･ K)
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◇元気で毎日を過しております｡役員の

唐様､御苦労様です｡これからもよろし

くお齢､します｡ (江別市　K･0)

◆当日は､子供の小学校最後の運動会で

すので出席出来ません｡私は一日の中で

も､良かったり悪かったりしています｡

最近､股関節が痛かったりしています｡

痛み止めを飲んで我慢しています｡でも､

今は､気持を紛らわすのに"パッチワー

ク"に励んでいますoパッチワ-クも1

年半になります. (深川市　M･M)

◇全部に出席したいのですが､退院後体

力が無く､失礼致します｡講演会には是

非行きたいと患って居りますo宜しくお

倣い致します｡　(夕張市　S ･0)

◆農菜をしているので外の仕事が多く､

日掛ナ止めを付けてもかゆいです｡夕方

になったら顔が真っ赤になって､体がだ

るい感じがします｡今日､歯茎から出血､

体のあっちこっちが針に刺されるような

痛みを感じます｡封ましびれ､足は棒の

ようになります｡抜毛が多いです｡

盈　撲唄市H.T)

◇平成5年11月訪日､路上で滑り､転ん

で左肩を骨折して以来､また体調悪く､

足腰など打撲もあり､ 1年毎に体も老化

していくのが本当に悲しく､淋しく過し

ています｡　　　(小樽市　A･K)

◆いつも｢いちばんぽし｣有難うござい

ます｡最近､新聞で見つけて手に入れた

本､吉武輝子著書｢死を受け容れて生き

る｣ 60才からの死生観ー吉武さんは6年

前からシェ-グレン症候群で､さびしい

状況の中､病気との上手な付き合い方が

明るく､たくましく生きていらっしゃる

ことに感激致しました｡

野　(網蹄S'K)

◇出席できず残念です｡体の方はとても

調子が良いのですが､神経を集中させる

ことが出来ないというか､地に足が付い

ていないというか､なんだか不安な気持

の毎日です｡常に何か食べ続け､ 7kg太

った体を少しスリムにして､全道集会に

は元気でお会いしたいと思いますo

(帯広市　M･A)

◆体の調子が患いので行けません｡

(釧路市　K･S)

◇病院に入院しているため出席できませ

ん｡　　　　　(苫小牧市　E･T)

◆今のところ体調は何とか落着いて居り

ます｡出席出来ず申し訳有りません｡

(斜里町　T･0)

◇身内の結婚式のため参加出来ません｡

これからもよろしく御廟い致します｡

(浜中町　Y･0)
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◆役員の皆様､ご苦労様です｡都合で出

席できません｡よろしくお廟い致します｡

僚(興部町S.S)

◇ご無沙汰しております｡まずまずの体

調で日常生活を送っています｡幾会､交

流会が成功するよう慮っていますo

(上磯町　K･A)

◆給金の準備等御苦労様です｡ぜひ､今

-′　　年こそ出席したいと思っておりましたが､

支部行事が2過続きまして､体調が下降

気味となってしまいました｡挽念ですが

欠席させて下さい｡盛会を祈っておりま

すo　　　　　　　(静内町J･A)

◇今年も皆さんにお会いして､楽しい臼

を過ごしたいと思っていましたが､仕事

の関係上出席することが出来ません｡皆

さんによろしくお伝え下さい｡

せ　(報町Y'H)

◆4月以降､泡盛でなかなか完治せず､

-　　大分快方に向いっつありますが､静養中

ですので誠に申し訳ありませんが､次q

機会迄､今回は欠席します｡

(上砂川町　G･S)

◇ 2人の先生の医療講演会を聞きたかっ

たのですが､この日は校区の運動会(午

前) ､､午後は岩見沢で母の演劇があり欠

席します｡ ♂ (長沼町S.T)

◆重要会議の為､欠席が残念です｡幾会､

交流会の成果が具現される事を願って居

ります｡　　　　(魁川市　N｡N)

◇皆さん､お元気ですか?私は病気であ

ることを忘れてしまうほど元気でいます｡

残念ですけど欠席します｡皆さんによろ

しくお伝え下さい｡ (旭川市　T･Y)

◆初めてなので出轄したかったのですが､

歯の具合が悪く成り､まして､体の具合

も不安定に成りましたので､この度は欠

席にさせていただきます｡

(旭川市　K･M)

◇退院してまだ1カ月過ぎたばかりなの

で､今回は欠席させていただきます｡ま

だ自分の体が患うように成りません･･=･･｡

皆様も体に気をつけて下さいね｡

(旭川市　A･U)

♂出席するつもりでしたが､当日､結婚

の準備の為忙しく､出られなくなりまし

た｡残念です｡今年は何かと私用で慌た

だしく-､皆様によろしくお伝え下さい｡

魯g　撲卸Y'G)

◇いっもお世話になっております｡この

ところの暑さのせいでしょうか､足が調

子悪く､勝手ですが欠席させていただき

ます｡皆様､桁Hi:,志すoM. Y,O
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◆只今入院中で出席できません｡皆様に

ょろしく｡　　　(上川町　M･S)

◇4月の初め､帯状痕疹が出来てしまい､

激痛に悩まされ､今も痛みを取る為､神

経ブロックに通っています｡

魯(上富良野町M'S)

◆松葉杖で生活しているので､仕事をす

ることは出来ませんが､時々外出したり､

家の中で趣味を楽しんだりしています｡

(函館市　M･K)

◇現在狭心症のため､残念ですが今年も

出席出来ず､皆様にお金いする横会も来

年の楽しみになってしまいました｡曹操

にはどうぞお身体お大切に-｡総会のご

盛会をお祈り申し上げます｡

(函館市　T･K)

～SS-
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7月30日ー　31日の両日､旭

川において『第2 1回難病患者
･障亨者と家族の全道集会』が

…行われました｡参加者は史上2

番目という1,100名を超え､大

;成功のうちに終了しました｡そ

の模掛ま次号にてお知らせしま

す｡



事露局蔚塾◎爵細塾健
★ご寄付いただきました｡

関　智津子様　　大和田一夫様

水戸美佐子株　　　里見　和子様

藤川　久子様　　　内海　厚子様

小城　　恵様　　　小林　ティ様

鈴木　スエ様　　　伊藤加代子様

中井　秀紀様　　　藤咲　　淳様

佐々木チエ様　　　田口香代子様

佐川　　昭様　　　神子田千鶴様

合計　93,000円(1994,5～1994.8)

あ･りがとうございました｡

★新しく入会された方たちですo (敬称略)

川測　鉄子(SLE S.23生　日高町)

たにつ

谷津　英二(SLE S.8生　苫小牧市)

あつみ

阿部　純深(SLE S.37生　札幌市東区)

安彦　貞子(皮膚筋炎. S. 4生　札幌市中央区)

西本　織江(シェ-ルン症輔　S.21生　札幌市厚別区)

新屋　慶子(MCTD､シェ-グレン症騨　S.27生　門別町)

江口　啓子(SLE S.25生　音更町)

佐藤　美幸(SLE S.49生　苫小牧市)

山本さとみ(SLE S.39生　札幌市西区)

南波美穂子(強皮症　S.33生　八雲町)

富山久仁子(SLE S.18生　札幌市厚別区)

吉川　次子(定期購読　伊達市)

よろしくお願いします｡
-39-



医療講演会のお知らせ

*美唄･奈井江地区

時　1994年10月22日(土)

13時より15時まで

所　　美唄市総合福祉センター

美唄市西3条3丁目6の2

慾01266(2)0770

テーマ･講師

｢勝原病と療養生活｣

札幌社会保険総合病院

内科部長　　大西　勝憲先生

*帯広地区

時　1994年11月5日(土)

14時より16時まで

所　　帯広市総合福祉センター

帯広市公園東町3丁目9の1

℡0155(27)2325

テーマ･誇師

｢勝原病と療養生活｣

勤医協中央病院

副院長　　中井　秀紀先生

<詳しくは改めてご案内いたします>
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暑い、あつ～い夏も過ぎ去り。ようやく涼風が肌

にやさしい今日この頃です。

　

皆さんの体調はいかがでしょうか。

　

健康な人でもこの夏を過ごすのは容易ではなかっ

たのに、それを乗り切った私たち、スゴイと思いま

せんか。

　

多少の体力の減退や不調があっても良しとしなけ

れば……。

　

秋は自分の体にご苦労さん賞をあげて、少しいた

わってあげてはいかがですか（ひ）皿
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